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1.  平成21年12月期第2四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第2四半期 15,021 ― 2,484 ― 2,497 ― 1,402 ―
20年12月期第2四半期 14,312 17.0 2,410 73.9 2,075 54.3 1,047 64.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第2四半期 17,191.63 ―
20年12月期第2四半期 12,835.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第2四半期 33,632 10,765 32.0 131,930.63
20年12月期 32,427 9,490 29.3 116,305.05

（参考） 自己資本   21年12月期第2四半期  10,765百万円 20年12月期  9,490百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― 2,000.00 ― 3,000.00 5,000.00
21年12月期 ― 2,500.00
21年12月期 

（予想）
― 2,500.00 5,000.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,800 5.6 6,200 2.0 5,900 17.0 3,200 30.4 39,215.69
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年2月13日に公表致しました通期連結業績予想は、本資料においては修正しておりません。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい
て、及び上記１に係る業績予想の具体的内容は、４ページ【定性的情報・財務諸表】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第2四半期 81,600株 20年12月期  81,600株
② 期末自己株式数 21年12月期第2四半期  ―株 20年12月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第2四半期 81,600株 20年12月期第2四半期 81,600株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国際金融市場の混乱による景気の後退が続き、雇用・所得環境

の厳しさは継続しているものの、景気後退の主因となった輸出並びに鉱工業生産は３月以降下げ止まりつつあり、景

気動向も最悪期を脱しつつあります。 

そうした環境下にあって、当社グループはゲストハウス・ウエディングにおける新しい価値の創造に常に積極的に

取り組み、高品質かつ魅力ある店舗づくりとサービスの提供、また、業務効率の改善にも積極的に取り組み、売上高

の拡大と収益性の向上に努めてまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は15,021百万円（前年同期比5.0％増）となりました。利益につき

ましては、営業利益2,484百万円（同3.1％増）、経常利益2,497百万円（同20.3％増）、四半期純利益1,402百万円

（同33.9％増）となりました。 

これを事業部門別に見ますと、各事業部門における業績は次のとおりであります。 

（１）国内事業部門 

前連結会計年度における既存店舗の受注活動が順調に推移し、売上高が増加いたしました。また、前連結会計

年度に開業いたしました新規店舗（２店舗）も売上増に貢献いたしました。 

この結果、同部門の売上高は13,812百万円（前年同期比8.1％増）となりました。  

（２）海外事業部門  

ハワイビジネスにおきましては、渡航便の減少や顧客の「安・近・短」志向を受けてマーケットが縮小する一

方で、企業間競争は激化し、厳しい事業環境が継続しておりますが、当社グループは差別的優位性を持つための

新しいサービスの提供等により、収益基盤の強化を図りました。しかしながら、全般的な消費低迷の影響もあ

り、同部門の売上高は、1,208百万円（前年同期比21.3％減）となりました。  

（注）対前年同四半期増減率は適用される会計基準が異なるため、参考情報として記載しております。  

  

  

（１）資産、負債及び純資産の状況  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,204百万円増加して、33,632百万

円となりました。これは主に、新規出店に伴い有形固定資産が1,166百万円増加したことによるものでありま

す。 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ70百万円減少して、22,866百万円とな

りました。これは主に、新規出店の設備資金調達に伴い長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が

433百万円増加したものの、未払法人税等が611百万円減少したことによるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ1,275百万円増加して、10,765百万

円となりました。これは主に、利益剰余金の配当が244百万円あったものの、四半期純利益を1,402百万円計上し

たことによるものであります。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.7ポイント増加して、32.0％となりました。  

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ408百万円減少し、5,755百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの変動要因は次のとおりでありま

す。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は1,992百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益2,492百万

円、減価償却費954百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は2,687百万円となりました。これは主に、出店に伴う有形固定資産の取得によ

る支出2,040百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は271百万円となりました。これは、配当金の支払額244百万円に対して有利子負

債（短期借入金、長期借入金、社債）の純増額515百万円の収入によるものであります。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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当連結会計年度（平成21年12月期）の業績予想につきましては、平成21年２月13日に公表いたしました「平成20年

12月期決算短信」の数値から変更しておりません。 

実際の業績につきましては、当社及び当社グループを取り巻く経済情勢、ブライダルマーケットの動向、為替レー

トの変動等の様々な要因により、本資料発表日現在の見通しとは異なる可能性を多く含みます。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（簡便な会計処理） 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

税金費用の計算  

  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

  

① 「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用  

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

なお、第１四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）から「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７

条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用  

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりました

が、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）により算定しております。なお、これによる損益に与える影響はありません。 

③ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用  

第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。なお、これによる損益に与える影響はあり

ません。 

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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④ 「リース取引に関する会計基準」等の適用  

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によ

っております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

ただし、リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース

取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

なお、これによる損益に与える影響はありません。  
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,864 6,272

売掛金 94 85

商品 107 110

原材料及び貯蔵品 364 431

その他 977 981

貸倒引当金 △15 △10

流動資産合計 7,392 7,870

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 12,539 12,558

土地 4,566 4,421

その他（純額） 2,204 1,163

有形固定資産合計 19,310 18,144

無形固定資産 360 370

投資その他の資産   

敷金及び保証金 2,584 2,387

その他 3,974 3,643

投資その他の資産合計 6,558 6,030

固定資産合計 26,229 24,545

繰延資産 9 11

資産合計 33,632 32,427
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,288 1,359

短期借入金 300 －

1年内返済予定の長期借入金 2,297 2,350

1年内償還予定の社債 386 436

未払法人税等 1,109 1,720

前受金 1,647 1,244

その他 1,292 1,670

流動負債合計 8,321 8,781

固定負債   

社債 1,098 1,266

長期借入金 12,296 11,809

退職給付引当金 58 51

役員退職慰労引当金 192 184

その他 899 844

固定負債合計 14,544 14,155

負債合計 22,866 22,937

純資産の部   

株主資本   

資本金 472 472

資本剰余金 634 634

利益剰余金 9,789 8,631

株主資本合計 10,896 9,738

評価・換算差額等   

繰延ヘッジ損益 △57 △101

為替換算調整勘定 △73 △146

評価・換算差額等合計 △130 △247

純資産合計 10,765 9,490

負債純資産合計 33,632 32,427
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 15,021

売上原価 9,773

売上総利益 5,247

販売費及び一般管理費 2,762

営業利益 2,484

営業外収益  

受取利息 29

匿名組合投資利益 55

為替差益 47

保険解約返戻金 40

その他 6

営業外収益合計 180

営業外費用  

支払利息 148

持分法による投資損失 15

その他 4

営業外費用合計 168

経常利益 2,497

特別利益  

固定資産売却益 1

特別利益合計 1

特別損失  

店舗閉鎖損失 3

固定資産除却損 2

特別損失合計 5

税金等調整前四半期純利益 2,492

法人税等 1,089

四半期純利益 1,402

㈱ベストブライダル（2418）平成21年12月期　第２四半期決算短信

- 8 -



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 2,492

減価償却費 954

社債発行費償却 1

固定資産除却損 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8

受取利息及び受取配当金 △29

支払利息 148

為替差損益（△は益） △51

持分法による投資損益（△は益） 15

匿名組合投資損益（△は益） △55

たな卸資産の増減額（△は増加） 70

仕入債務の増減額（△は減少） △73

前受金の増減額（△は減少） 401

その他の負債の増減額（△は減少） 63

その他 △135

小計 3,821

利息及び配当金の受取額 13

利息の支払額 △151

法人税等の支払額 △1,691

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,992

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △2,040

無形固定資産の取得による支出 △34

投資有価証券の取得による支出 △390

貸付けによる支出 △71

敷金及び保証金の差入による支出 △208

その他 57

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,687

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 300

長期借入れによる収入 1,624

長期借入金の返済による支出 △1,190

社債の償還による支出 △218

配当金の支払額 △244

財務活動によるキャッシュ・フロー 271

現金及び現金同等物に係る換算差額 15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △408

現金及び現金同等物の期首残高 6,164

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,755
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

なお、第１四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）から「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５

号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。  

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

（１）中間連結損益計算書 

  

  
前中間連結会計期間

（自 平成20年１月１日 
至 平成20年６月30日） 

区分 金額（百万円）
百分比
（％） 

Ⅰ 売上高        14,312  100.0

Ⅱ 売上原価        9,203  64.3

売上総利益        5,109  35.7

Ⅲ 販売費及び一般管理費        2,698  18.9

営業利益        2,410  16.8

Ⅳ 営業外収益                  

１．受取利息  23            

２．匿名組合投資利益  53            

３．その他  5  82  0.6

Ⅴ 営業外費用                  

１．支払利息  171            

２．社債発行費償却  1            

３．為替差損  220            

４．その他  24  417  2.9

経常利益        2,075  14.5

Ⅵ 特別利益                  

１．固定資産売却益  3  3  0.0

Ⅶ 特別損失                  

１．子会社株式評価損  0            

２．賃貸借契約解約損  15  15  0.1

税金等調整前中間純利益        2,063  14.4

法人税等  1,016  7.1

中間純利益        1,047  7.3

        

㈱ベストブライダル（2418）平成21年12月期　第２四半期決算短信

- 11 -



（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

  
前中間連結会計期間

（自 平成20年１月１日 
至 平成20年６月30日） 

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益  2,063

減価償却費   961

社債発行費償却  1

匿名組合投資利益  △53

持分法による投資損失   13

固定資産売却益  △3

子会社株式評価損   0

賃貸借契約解約損   15

為替差損   218

貸倒引当金の増加額  11

退職給付引当金の増加額   0

役員退職慰労引当金の増加額   8

受取利息及び受取配当金  △23

支払利息   171

たな卸資産の増加額 △108

仕入債務の減少額  △82

前受金の増加額   318

その他  △92

小計  3,420

利息及び配当金の受取額   12

利息の支払額  △177

法人税等の支払額  △1,798

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,456

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入   250

有形固定資産の取得による支出  △877

無形固定資産の取得による支出  △3

貸付けによる支出  △60

貸付金の回収による収入   15

保証金の差入による支出  △228

保証金の返還による収入   0

その他   0

投資活動によるキャッシュ・フロー △902

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の純増減額 △1,056

長期借入れによる収入  1,100

長期借入金の返済による支出  △1,508

社債の償還による支出 △218

配当金の支払額  △162

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,846

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △62

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △1,353

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  6,625

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高  5,272
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施行、受注及び販売の状況  

（１）施行実績  

（２）受注状況  

（３）販売実績  

  

  

６．その他の情報

 期別 

 前中間連結会計期間 

（自 平成20年１月１日 

至 平成20年６月30日） 

 当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年１月１日 

至 平成21年６月30日） 

 前連結会計年度 

（自 平成20年１月１日 

至 平成20年12月31日） 

 事業部門の名称  施行件数（件）  施行件数（件）  施行件数（件） 

 国内事業部門  2,875  3,200    6,352

 海外事業部門    1,197    1,115    2,249

 合計    4,072    4,315    8,601

 期別 

 前中間連結会計期間 

（自 平成20年１月１日 

至 平成20年６月30日） 

 当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年１月１日 

至 平成21年６月30日） 

 前連結会計年度 

（自 平成20年１月１日 

至 平成20年12月31日） 

 事業部門の名称 
 受注件数 

（件） 

 受注件数残高

（件） 

 受注件数 

（件） 

受注件数残高

（件） 

 受注件数 

（件） 

受注件数残高

（件） 

 国内事業部門    3,689    4,611    4,118    5,366    7,003    4,448

 海外事業部門    1,193    1,115    1,507    1,240    1,978    848

 合計    4,882    5,726    5,625    6,606    8,981    5,296

 期別 

 前中間連結会計期間 

（自 平成20年１月１日 

至 平成20年６月30日） 

 当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年１月１日 

至 平成21年６月30日） 

 前連結会計年度 

（自 平成20年１月１日 

至 平成20年12月31日） 

 事業部門の名称  金額（百万円）  金額（百万円）  金額（百万円） 

 国内事業部門  12,776  13,812  27,931

 海外事業部門    1,535    1,208  3,141

 合計    14,312    15,021    31,073
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